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I.緒言
雌鶏の繁殖現象は種々のホノレモンの支配下にあり，特lζ下垂体前菜から分泌される性腺刺激ホ
ルモン（以下 GTHと略）がその中心的役割lを果している．しかしこの GTHを利用して鶏の生
長や産卵現象を人為的に支配し，生産性を向上させるためには多くの基礎的研究が必要である．
性成熟前の鶏の下垂体前葉はかなりの量の GTHを含んで－いることが確認されているにもかか
わらず，鶏が性成熟lζ達する 5カ月令頃になって漸ゃく卵巣機能は活性化するのである．乙の事
は，下垂体前葉における GTHの生産ないし分泌lζ関して，発育中の雛と性成熟後の鶏の聞に量
的な差異がある ζとを示唆していると同時に， GTHK対する卵巣感受性が鶏の発育日令によっ
て変化する乙と，及び下垂体前薬性腺刺激物質の組成（FSHとLHの比率）が日令iとより変動す
ることなどの内分泌的要因が関与している可能性を暗示しているもののようであるが，これらの
点についての明確な報告が未だなされていない．従って，乙のような観点lζ立って，解化から成
鶏までの雌鶏下垂体前葉 GTH含量の日令による変化を知り，日令の推移lζ伴なう卵巣の GTH
K対する感受性の強弱を明らかにすることが，雌鶏の繁殖機能を解明するための根本的課題と考
えられる．
未成熟動物の下垂体が比較的多量の GTHを含むことは多くの報告で明らかにされている．
Smith and Engle (1927), Clark (1935），高木・小林（1958）等は未成熟ラッテの下垂体が GTHIC 
富んでおり，ある場合lζは性成熟lζ達したものより下垂体1個当りの GTH含量が高いことを確
認している．
また雄の下垂体 GTH含量が雌より大であることを Evansand Simpson (1929), Ellison et 
al (1932）等がラッテについて， Smithet al (1933）が兎についてそれぞれ報告している．これに
対して Clark(1935）は，未成熟ラッテの場合は雌の下垂体前葉 GTH含量が雄より著るしく高
いが，成熟ラッテの場合は逆に雄が雌より高く，性による差が性成熟前Iζ逆転することを明らか
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にしている．
Hollandbeck et al (1956）は若雌豚と成雌！！訴について，下垂体前葉 GTH含量を chickassay 
によって検定した． ζれによると，日令が進むにつれて GTHの unithormone potencyは減
少し， totalhormone potencyは増加する乙と，そして単位体重当りの availablehormone 
potencyは幼令時非常に高いが，性成熟時急激に減少する ζとを示している.Bacon et al (1966) 
は雌雄の発育中の七面鳥について，下垂体前葉 GTH含量を初生雛の p32摂取法によって検定し，
幼若なものは機能が低いが，発育中lζ上昇して22週令の時最高となり，その後34週令までわずか
な減少傾向にあること，及び明確には性による差が認められない乙とを報告している．
一方鶏lζ関する下垂体前菜GTH含量については乙れまで種々の角度から調べられてきた．加
藤（1939）は勝化直後から 8ヵ月令までのレグホン種雄鶏を材料として，それらの下垂体前葉を未
成熟雌マウスに移植し，その性腺に対する反応から，鶏の GTH含量の日令による違いを観察し
た．乙の場合3ヵ月令以後の前葉を移植したときだけ明確な反応がみられることを報告している．
雄雛について Breneman(1945）は下垂体GTH含量が初生時から90日令までの聞に約15倍増加
することを報告しており，雌雛についても同じく Breneman(1955）が20日令から126日令まで
GTH含量がしだいに高くなる ζとを明らかにしている. Breneman and Mason (1951）は
testosterone-propionateの鶏冠に対する効果から幼雛の androgen量を測定し， androgenが
下垂体重量と GTH分泌を抑制すること，更に雄の下垂体は雌より potencyが高いことを明ら
かにした.Saeki et al (1956）は休産幾や産卵鶏の下垂体前菜よりも雄鶏の GTHカ価が大であ
ることを報告している．中条・今井（1956,1957, 1958, 1961, 1961）は鶏の下垂体前菜の gonado-
trophin k関して，雄鶏，産卵鶏と休産鶏の比較，種々の繁9li状態との関係，血中 gonadotrophin
の分劃とその力価，就巣現象との関連，産卵鶏前菜含量の日内変化等を詳細に研究している．武
田（1960）は白色レグホン種の雄鶏について，勝化から400日令までの下垂体前葉 GTH力価の変
化と精巣の GTHK対する感受性の変動を報告している．小川（1962）も白色レグホン種雄を用い
て，初生雛から150日令までの下垂体前葉 GTH力価と各種内分泌腺の変化を経時的lζ測定した．
Herrick et al (1962）は鶏の性と下垂体前菜 GTH機能聞の関係を研究し， 60日令までは雌雄差
が見られないが， 60日令から210日令まで雄の方が大きな機能を示すと述べている．
以上の通り鶏の下垂体前葉 GTH含量lζ関してはかなりの報告があるが，本研究は解化直後の
段l併から発育期・性成熟前・性成熟期・成鶏期までの鶏下垂体前葉GTH含量の変化を調べるた
めにi・画した実験のうち，雌雛と雄雛の発育中で特lζ大きな生理的変化の起る時期と考えられる
瞬化後3ヵ月聞の下垂体GTHカ価の変動を追求したものであり，発育と性腺の発達に対する下
車体前葉の役割並びにその性差を知り，性腺と下垂体前菜聞の複雑な相互関係を解明するために
実施したものである．
なお本研究を実施するに当り，多数の試験用創？を提供してTJiいた佐賀県鳥栖市株式会社太田種
鶏場lζ対して深甚の謝意を表する．
I. 材料と方法
本研究に用いた雛は佐賀県下の民間勝化場産（1965年7月5日舵化）白色レグホン種雌雛320羽，
雄雛321羽，計641羽であった．全ての雛は解化直後に入手し，雌雄別々の群として自然日長下で
飼養した．雛は10令（7月15日）より90日令（10月3日）まで，あらかじめ定めた羽数にしたがって
群よりランダ、ムにとり出し，順次10日間隔で屠殺していった．それぞれの雛の下垂体前菜，性腺
（卵巣と精巣）並びに鶏冠の各重量と体重を屠殺時l乙計測し，それぞれの重量は体重に対する比率
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と実際の測定値の両方で表わした．下垂体前葉は各日令の雛を屠殺後，すぐに頭部を切りはなし，
トルコ鞍（sellaturcica）中から採取した．取り出した下垂体前葉を炉紙上lζ置き，付着した血液
と結合組織を除去し，水分を除いて，これを下垂体前葉新鮮重量とした．下垂体前菜は秤量後雌
雄別，日令別ILpoolして， acetone中で＇24時間脱水し，その後室温下で48時間減圧乾燥し， chick
assayの時まで－20°cの低温容器中に保存した．
下垂体組織は貯蔵方法によって，保存中ILGTH力価が減少することを指摘した報告がある．
Desjardins et al (1966）は牛下垂体前葉の FSH,LR及び prolac tin含量K対する貯蔵方法を
比較し， FSHカ価はどの保存方法でも違いはないが， LR力価は acetone脱水で減少の傾向を
とり， prolac tin力価は特にひどく低下すること，文他の保存方法（－20°C保存，－79。C保存，
凍結真空乾燥， acetone脱水組織等）は LRKも prolac tin kも影響がないことを観察し，
acetone処理が GTHの生物学的作用を部分的に不活性化することを暗示している．一方鶏につ
いては， Kupermanet al (1941）が acetone乾燥は雛下垂体前葉のGTHカ価を相当に低下させ
ると報告しているのに対して， Breneman(1945）は新鮮下垂体と acetone乾燥下垂体中のGTH
含量を比較して， acetone乾燥下垂体の方が新鮮下垂体よりすぐれた反応を示したと報告してお
り，この点についての詳細な研究が必要である．
本研究において下垂体前菜GTH含量の決定は前葉粉末の初生雛精巣K及ぼす効果を検定する
いわゆる“chickassay”によった．従来下垂体前葉 GTH力価を検定する際，検定動物lと反応
を誘起させるためには比較的大量の鶏下垂体が必要であると考えられてきたが， Byerlyand 
Burrow (1938), Breneman (1945), Breneman and Mason (1951）等が雄雛の精巣重量反応によ
る“chickassay”がもっともすぐれていることを報告して以来，比較的小量の下垂体でも検定
できることになり，鶏の場合，雛化後数カ月間の雛の下重体に関して生理学的研究をより詳細に
おし進める乙とができるようになった．中条・今井（1956）の鶏の下垂体前葉 acetone乾燥粉末
中の GTH含量を assayするに際し，それまでよく用いられて来た assayanimalとしてのラッ
テ，マウス及ひ。雛についての方法を比較検討し，雛がもっとも sensitiveなbio-assayの方法で
あることを認めている．同様に Herricket al (1962）も七面鳥，ラッテ及び雛の感受性の比較を
行ない，未成熟雌雄ラッテの性腺及び付属器官の反応は， lOOmg以上の新鮮下垂体前葉組織が反
応を誘発するのに必要であるから，生物検定lζ対しては不満足である ζとを確認している．
本実験における下垂体前葉 GTH力価検定は Nakajoand Imai (1956）の方法l乙準拠した．
assay k先立ち，保存中の acetone乾燥下垂体前葉をそれぞれ乳鉢で粉末とし，検定雛1羽当り
投与粉末量 lmgを正確に秤量し，注射するに十分な 0.85%生理食塩水 (1羽当り投与量 0.5cc)
中に浮遊させた．乙の浮遊液は4日間の注射期間中ー20。C中広保存した．結局検定雛に対して
は雛化後24時間目から. 1羽当り lmgの下垂体前葉粉末を12時間間隔で5固に分注し，最終投
与後約24時間目に雛を屠殺して，精巣をとり出し，左右別lとその重量を測定した.96時間の assay
期間中，雛を温度95°F，湿度60～65%に調節した立体雛卵器中に置いた. chick assayは下垂
体前葉からのホノレモン放出を無視できる飢餓の期聞に最も効果的であるから，乙の間餌と水は一
切給与しなかった．
本実験の下垂体前菜 GTH検定は2固に分けて行なったが，それぞれの固について前菜粉末を
投与しない雛群を1区設けて投与雛K対する対照区とした．対照区に対して生理食塩水を投与す
る乙との可否を検討したが， Herricket al (1966）が 0.9%生理食塩水を与えた対照区も，これ
を与えない対照区も精巣重量l乙有意差がなかったと報告していることから考えて，本実験の対照
雛lζ対しては同じ環境条件下に置くというだけで生理食塩水の注射は行なわなかった. GTH IC 
対する初生雛精巣反応には，用いる雛の系統ーによって遺伝的差異が認められるから（Siegeland 
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Siegel, 1964），本実験には先l乙松尾・武富（1966）が精巣重量の変異が比較的小さく，反応が斉ー
であることを確めた白色レグホン初生雛の系統を使用した．
GTHカ価の表示については三つの異なる potencyで表わすこととした．第1は“unithor-
mone potency”であるが，乙れは対照区に対する下垂体前葉投与区の精巣重量の増加率（下垂体
投与区精巣重量一対照区精巣重量／対照区精巣重量×100）を算出したもので，一定量の下垂体組
織中の GTH含量を比較するものである．第2は“totalhormone potency”であるが，これは
下垂体1個当りの全GTH含量を比較するもので， unithormone potencyと下体前菜重量の積
として表わした．第3は体重に対する“availablehormone potency”であるが， ζれは鶏の体
重と関係なく種々の状態の下垂体前菜GTH含量を比較するためのものであり， totalhormone 
potencyを体重で除した値で示した．これらの表示法によって，下垂体単位重量当りの activity,
下垂体全体の activity及び体重当りの全下垂体の activityをそれぞれの臼令別，性別lζ比較す
るととができた．
II. 結果及び論義
勝化後10日から90日令までの各自令別，性別の供試羽数並びに体重，下垂体前葉重量，性腺重
量と鶏冠重量の平均値は Tablel It:示す通りであった．
体重について10日令時と90日令時とを比較すると，この聞の体重増加は雌では10.0倍，雄では
12.4倍を示し，白色レグホン種では乙のj銅聞が大きな生理的変化の起る時期であることを示して
いる．体重の此ft雄差は40日令以後顕著ーとなり，雄が雌より速い発育を示すことは明白である．雌
はほぼ一定の速度で生長しているが，』q~の発育述度は60日令頃から急Iζ増大し，雌との体重差は
ますます大きくなっている．
下垂体前葉重量の増加傾向は雌雄問で大きな差!J4が認められる.Jlitにおける発育速度はこの期
間中一定ではなく，雄の場合より緩急が甚だしく， 40ー 50日令で足踏状態があり，以後急速に増
大するが， 70日令以降はむしろやや減少傾向を示している．一方雄の下垂体はこの期間中重量増
加を持続しているが，期間中を通じて発育速度には若干の差がある．すなわち40日令までは急速
に増大するが， 40-50日令にかけ雌の場合と同じく足踏状態が見られ，その後の発育速度は急iζ
減少している． ζのことは Breneman(1945）が雄雛下垂体前葉の発育率は均等でなく，解化後
30-50日聞に明確な plateauのあることを明らかにした事実と，日令的Iと若干のずれはあるにし
ても（本実験の場合40-50日令）ほぼ一致している．又下垂体前葉重量には雌雄差が明らかに認
められ， 20日令以降において雄が雌より大である．
10日令から90日令まで卵巣重量は 18.9mgから 303.lmgまで増大したが，精巣の発育曲線と
比較してその発育は比較的 constantで， 80日令よりやや急激な増大を見せ始めている．
精巣重量はとの期間中 21.8mgから 516.5mgまで増大しているが，増加速度は始め緩慢であ
るが， 60日令から急増の傾向を示した．とのことは小川（1962）が雄鶏の精巣重量は60-90日令頃
もっとも著るしい増加を示すと述べている事実とよく一致している．なお全般的lと精巣重量の方
が卵巣重量より大きく， 30日令と60日令を除き，その差は統計的に有意であった．
雛の鶏冠はandrogen効果のすぐれた指標である．従ってそれぞれの日令の鶏冠重量測定は雛
が分泌する endogenousandrogenの量についての手がかりを与えるものである.10日令から90
日令まで，雌では 40.7mgから 542.7mgまで約14傍の増加にすぎなかったが，雄では 86.0mgか
ら15.5gまで約140倍に増大した．いずれの日令でもその重量は雄が雌より大きし明らかに雄に
おいて分泌される androgenの量が雌より多いことを示している．
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日令別，性別l乙体重並びに各器官重量聞の相関係数を算出した結果は Table2 Iζ示す通りであ
った．
体重と各器官重量の相関の程度を日令別にみると，下垂体前菜重量との聞には雌で60日令，雄
で20日令lζ有意の相闘がみられた以外，両者の関連性はきわめて低いことが明らかである．性腺
重量及び鶏冠重量との聞には， 20日令以降において相関係数は高く，一般的lζ体重が大きいほど
性腺重量は大きく，鶏冠重量もまた大きいという傾向がみられる．下垂体前葉重量と性腺重量及
び鶏冠重量との間では全般的に関連性がなく，むしろ有意ではないが負の相関さえも示すような
傾向があった．更に性腺重量と鶏冠重量聞には全般的lζ正の相闘が認められ，性腺重量が大であ
Table 2. Correlations between body, anterior pituitary, gonad and comb weiights 
in female and male growing chickens from 10-90 days of age. 
Body weight Anterior Anterior Days No. Body weight Body weight 
p::::y 
pituitary 
weight of Sex 。f Antenor 
p~~t;h~y Gonad Comb age birds weight weight Comb 
weight weight 
10 F 80 0. 1863 0.0792 0. 1707 0.0831 0.0899 M 81 -0.0703 0.0540 0.0092 0.0576 0. 1137 
20 F 60 0. 1407 0. 3044* 0. 1609 0. 1054 -0. 1143 M 60 0.4201** 0.5982** 0. 2811* 0.3225* 0.0654 
30 F 40 0.1398 0.3089* 0.2297 -0.0547 0. 1838 M 40 0.2051 0.4699** 0.4811** 0.5065** 0.3878* 
40 F 40 -0.1014 0.2386 0.3665* -0.0259 -0. 2944 M 40 0.2594 0.5698キ＊ 0.5848** 0. 1706 0.4125** 
50 F 30 0.1102 0.4769** 0. 4113* -0.1599 0.0772 M 30 0. 2102 0.3825* 0.3470 0. 1100 0.1672 
60 F 20 0.4483* 0. 7401** 0.6289** 0.4447* 0.2566 M 20 0.3971 0.5817** 0.5399* 0.6865** 0. 6103** 
70 F 20 0.2365 0.4769* 0.5543* -0.1058 0.2321 M 20 0.0439 0.3813 0.4358 一0.1794 -0. 3299 
80 F 15 0.2283 0.2325 0.4013 0.1186 0.1405 M 14 0. 1419 0.5325* 0. 7851** 0. 1189 0.0354 
90 F 16 -0. 2401 0.7727キ＊ 0.5839* -0. 3531 0. 1283 M 15 0. 1853 0.0900 0. 1769 0.4768 0.3891 
*・ ... Significant at 5% level. 
*・ ... Significant at 1 % level. 
るほど鶏冠重量も大きいという関係がみられ，特lと雄lζおいて乙の傾向は顕著である．
Gonad 
~：：： 
weight 
0.0454 
0. 1829 
0.3067* 
0.4965** 
0.2873 
0.8779** 
0.0661 
0.6309** 
0.3706* 
0.6732** 
0.3754 
0.8766** 
0.4369 
0.6555** 
-0.1896 
0.5153 
0.5917* 
0.8421** 
各器官重量を体重 lOOg当り重量re換算した値を示すと Table3の通りである．なお ζれらの
1ruを雌雄別lとplotしたものが Fig.1及び Fig.2である．
単位体重当りの下垂体前菜重量は雌雄とも日令の経過とともに減少の傾向を示し， 20日令以降
ほぽ雄の方が雌より大きな重量を示した．
卵巣重量は20-30日令及び60-70日令でそれぞれ減少を示しながらも，しだいに増大していき，
80日令以降の重量増加は顕著なものがある．これに対して精巣重量は40日令まで大きな変化はな
いが，以後70日令までの発育速度は急速である．これらのことから卵巣と精巣とでは若干異なる
発育傾向を示すもののようである．なお性腺重量は単位体重当り l乙換算すると雌雄差がなくなり，
70日令以降において雄が雌より大きな値を示した．鶏冠重量については10日令時から雌雄差は顕
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Table 3. Anterior pituitary, gonads and comb weight per IOOg body weight in 
female and male growing chickens from 10-90 days of age. 
Comb weight 
(mg) 
Gonadh weight 
(mg) 
Anterior pituitary 
weight 
(mg) 
Nci. of 
birds 
Days of 
age Sex• 
80 
41.5+ 1.1 
86.3土 3.2林
54. 7± 1.3 
199.4土 10.2** 
64.9土 2.4
417. 7± 22.4** 
59.3土 2.5
559. 3± 32. 2** 
80. 7± 4.8 
953. 7土 72.0**
61. 2± 4. 2 
802.3土 99.8**
56.0± 3.6 
1227. 2± IOI. I** 
54.4土 4.5
1184. 2± 94. O** 
54.8± 4. 7 
1253. 6± 154. 7** 
19.3+0.5 
21. 9土o.7 
21. 0±0. 5 
23.3±0.6** 
20.2±0.6 
20. 5+0. 7 
21.9±0.8 
21. 8+0. 7 
23.5土0.5
25.8±1.2 
25.5±7.0 
28.6±2.6 
23. 6±0. 8 
36. 8±4. 6* 
24. 7±1. I 
37. 2+4. I** 
31.0±1.I 
41.8±5. 3 
0. 95±0.02c 
1.02+0.04 
o. 85+0. 09 
0.98±0.03林
0.68土0.03
0. 77±0. 04* 
0.60+0.02 
0. 83±0. 03料
0. 50+0.03 
o. 70±0. 03** 
0. 58±0. 03 
0. 70±0.09* 
o. 50±0.02 
0. 51+0. 03 
0. 43±0.02 
0. 52+0. 03* 
0. 35±0.02 
0.42土0.02
???
?
??????
? ???
????
，????
?????
??
???? ? ?
IO 
20 
40 
30 
50 
60 
70 
90 
a . Female or male. 
b ... Testes or ovary. 
c ... Mean土 standarderror. 
* ..Defference from female statistical! y significant at 5 % level. 
料.....Defference from female statistically significant at I% level. 
Preparation of ac氾tone-driedpowder of anterior pituitary in chickens. 
Acetone-dried tissueb 
｜同h~pt;ranter1or pituitary 
(mg) 
Table 4. 
Total weight 
(mg) 
Fresh-tissue 
Weigh~pt;r 
anterior pituitary 
(mg) 
Total weight 
(mg) 
No. c;if 
S I anterior ex• I ・pituitary 
corrected 
?? ?
??
?
?
??????????
????????
? ?
?
??
???
?
???????????
?
????
? ?? ????????
?
．? ??
14.9 
16.4 
17.9 
19.4 
15.0 
17.2 
19. I 
26. I 
15. I 
22. I 
12.0 
15.1 
12. 7 
17. 4 
9.8 
12.4 
12.5 
13.3 
???????????????
?
???
?
．????????????????????
????
??
，???????
?
?
??
????
????
?
?
???
，??????
? ?
?
? ?
?
? ，
???????????????
?
?????
?
?
??
? 』
??
?
??
? ??
??
?
??? ????
?
???
? ?
???????????
????
? ?
? ?????
? ? 。
???
????
??
???? ??
IO 
20 
30 
40 
60 
50 
70 
80 
90 
a ... Female or male. 
b ... The合eshglands were weighed, placed in acetone and stored in -20。Cuntil ready for use. 
松尾・熊崎：家鶏の繁殖生理l乙関する内分泌学的研究 (I) 87 
著であるが，乙の単位体重当りの発育傾向は，雌では50日令が peakで，その後は減少し，卵巣
重量の変化と類似した傾向をとっているのに対して，雄では日令の経過と共に急激に大きくなり，
精巣の増大と同様な傾向を示し，精巣の androgen分泌を反映しているものと考えられる．
下垂体前葉 GTH力価検定のための準備として各日令別，性別lζ下垂体前薬を集め，そのアセ
トン乾燥粉末を作製した．それぞれの採取個数，採取時金重量と 1個当り平均重量，及び乾燥時
全重量とその一個当り平均重量を Table4 K示した．下垂体前葉組織はアセトン脱水，減圧乾燥
により採取時新鮮組織重量の約1/5の重量に減少した．中条，今井（1956）は成鶏の雌雄からえら
れる下垂体前葉はアセトン乾燥によって，雄で 1/4～1/5，雌で 1/6～1/7K減少することを報告
している．
chick assay k用いた初生雛雄の羽数， assay中の雛の体重変化並びに精巣重量反応の結果は
Table 5 IL:示す通りであった．
Table 5. Eぽectsproduced in male chicks at one day of age of female and male 
chicken pituitary powder. 
Treatment Averag。ef ~~~ksweight Average gonad weight of chicksb 
Source of No. 
p~~~~：： 。f At first 
No. I chicks mject10n At autopsy Le[:n~）stis I Rig<'::i;)stis I Tes（~ilairs 
(g) (g) 
days x 
Control 67 34. 1±0. 33c 25. 2±0. 29 2. 49±0.09 2. 25±0. 07 4. 74+0. 14" 
10 F 1 35. 9±0. 51 27. 3±0. 33 4.21土0.33 3. 75土0.39 7. 59+0. 69 M 15 36. 1±0. 53 27.4土0.54 4. 80+0. 39 4.01土0.33 8.81土0.68
20 F 17 35. 7土0.50 26. 7十0.45 3. 77±0. 19 3.21士0.25 6.98士0.41M 18 35. 9±0. 43 27.0土0.38 4. 48±0. 24 4.01±0.28 8.48±0.48 
30 F 14 36. lごと0.39 26. 5±0. 43 3. 85±0. 27 3.41士0.21 7. 26±0. 43 M 16 35.0士0.75 26. 0±0. 63 3. 86±0. 26 3.09±0. 25 6.95土0.49
40 F 15 34. 8±0. 47 25.8±0.41 3.28士0.31 2. 72土0.18 6.00土0.49M 23 35.3土0.28 26.2土0.27 4.04±0. 26 3.87±0.24 7.91±0.44 
Control 34 30. 5±0.15 21. 9±0. 20 2. 28±0.09 2.07土0.08 4. 36±0. 15 
50 F 13 34. 4±0. 30 25.3土0.36 4.86±0.37 3.63土0.27 8.49土0.61M 20 33.6土0.31 24. 6±0. 30 4.91土0.25 4.38土0.24 9.29十0.34
60 F 1 34.0土0.44 24. 7±0. 29 3.34±0.36 2.58士0.17 5.92←0.47 M 12 33.9土0.50 24. 4±0. 38 5.06±0.33 4. 35±0. 30 9. 41±0.54 
2 F 8 33. I士0.30 24.0±0. 35 2. 94±0. 24 2.61土0.29 5. 55±0. 42 70 M 1 34.0士0.43 24. 7土0.41 4. 85±0. 39 4.23土0.30 9.98土0.60
80 F 7 32.6±0. 52 23. 7±0. 32 3. 36±0. 23 2.99士0.22 6.34土0.38M 10 33. 3±0. 33 23. 9±0. 34 4.94土0.34 3. 92±0. 28 8. 86±0. 59 
90 F 5 32. 8±0. 61 24. 2±0. 72 4.20土0.64 3.24土0.38 7. 44~：g· 98 M 8 33.2土0.71 24. 3±0. 45 4.36土0.23 3. 43±0. 26 7. 79 .47 
a . . . Female or male . 
b ... Chicks received lmg equivalent of pituitary gland in 5 divided doses. 
. , c-... Mean土standarderror. 
d L♂ast significant difference (method of Tukey) for comparing different sources for testis 
pairs weight is 2.3lmg. 
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検定用初生雛lζ対しては， endogenoushormoneの影響をさけるため， assay期間中飼料と水
を給与しなかったので，雛の体重は相当lと減少（約 26%）した．精巣重量は一般的に左が右より
大きく，下垂体前菜粉末を投与した雛においても左側の精巣が右側の精巣より反応が大であった．
左右精巣合計重量については下垂体前葉粉末投与区がいずれも対照区より増大し，下垂体採取鶏
の日令の違いにより精巣重量増加の程度には大きな差異が認められた．なおこの精巣左右合計重
量の平均値聞の比較のために Tukeyの方法による最小有意差を算出してみると 2.3lmgであっ
た．それぞれの下垂体前葉投与区の精巣重量をその回の対照区の精巣重量と比較して増加率を算
出し，これを下垂体前葉性腺刺激ホルモンの unithormone potencyとしたが，その値を total
hormone potency及び availablehormone potencyと共に表示すると Table6の通りであっ
た．なおζれらの値の日令の増加に伴なう変動を明確にするため，これをFig.3 IL図示した．
Table 6. Gonadotrophic activity of anterior pituitary gland of female and male 
chickens from 10-90 days of age, as indicated by testes responses 
induced in a day-old chicks. 
Sex ID~ …one pot町 To山…o吋 IAvai山…e…c
10 67.72 12.68 0. 1289 
20 47.26 14. I 0.0786 
30 53. 16 19.97 0.0702 
40 26.58 13.03 0.0346 
F 50 94. 72 47. 78 0. 1031 
60 35. 78 21. 47 0.0373 
70 27.29 17.33 0.0233 
80 45.41 29.67 0.0351 
90 70.64 55. 14 0.0561 
10 85.86 17.69 0. 1764 
20 78.90 26.90 0. 1475 
30 46.62 20.03 0.0673 
40 66.88 43.69 0.1018 
M 50 113.07 83.35 0. 1549 
60 115. 83 87.57 0. 1360 
70 108. 26 94.25 0. 1025 
80 103.21 105.51 0. 1071 
90 78.67 74.64 0.0599 
a ... Per unit weight basis (calculated as follows: Exp. wt.-Control wt./Control wt.×100) 
b ... Per gland basis (calculated as follows: Unit hormone potency X Anterior pituitary weight) 
C…・ .Perbody weight basis (calculated as follows: Total hormone potency/Body weight) 
下垂体前葉GTHカ価の中， unithormone potencyの変動は，雌ではIO令から40日令まで減
少し， 40日令から急速に増加し， 50日令を peakとして以後急減し， 70日令以降再び増加の傾向
を辿っている．雄ではIO日令以後減少し， 30日令を最低として50日令まで再び急速に増加し，以
後足踏状態ないしやや低下の傾向にある．この傾向は雄鶏についての武田（1960），雌鶏について
の Breneman(1955）等の報告と，日令の経過と共に増大していく点では類似しているが，その
閲相当の増減があるととが判る.Bacon et al (1966）は七面鳥について，雌雄の下垂体前葉GTH
含量が，一般に若い烏では低いが，発育期間中lと上昇し， 22週令で最高K達し，その後性成熟頃
までしだいに減少すること，及び雌雄聞に有意差がみられなかったζとを報告している．本実験
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Fig. 3. Gonadotrophic activity of anterior pituitary glands of female and 
male chickens with increased age. 
においては，ほぼ全期聞を通して雄の unithormone potencyが雌のそれより大であったが，
特に50日令以後において雌雄間差は顕著であった．崎乳動物のラッテでは未成熟の発育段階は雄
より雌の方が大であるが，成熟直前lζ雄の方が雌より大になるととを Clark(1935）が報告して
おり，この点では鶏とラッテで怯違いがあるようである．中条・今井（1956）は下垂体前葉粉末
mg当りの GTH含量は，名古屋種，白色レグホン種共lζ雄が雌lζ比べて著るしく高く，休産鶏
は産卵鶏よりもやや多いこと，叉 caudallobe はcephaliclobeよりも GTH含量が多い乙とを
報告している．
total hormone potencyは傾向として，雌雄共下垂体前葉重量の増大に伴なって増加している
が，雌では50日令時に大きな peakがあるのに対して，雄では30日令から50日令頃まで増加し，
以後ほぽ同じ値で推移している．従って50日令以後において雌雄間差が顕著であった.Herrick 
et al (1962）は雌の GTH力価は30日令で減少， 50日令では 1-90日令の間での最高を示し， 60日
令で減少， 60～90日令聞はほぼ同じであり， 50日令までの雌と雄の GTH含量には有意差がみら
れない乙と，及び60日令iとは雄の下垂体前菜は雌の下垂体前葉より機能が高くなり，75～90日令近
くで雌雄の差は最も大きくなる ζとを示し，これらの結果から60～210日令聞の下垂体前薬 GTH
分泌機能に性差があるととを明らかにしているが，乙の傾向は本実験の結果とよく一致するもの
である．また中条・今井（1957）は下垂体前葉当りに含まれる GTH含量は雄＞休産鶏＞産卵鶏
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のJI頂であること，又 Ilobe内lζ含まれる GTH含量は cephaliclobe> caudal lobeであること
を確認し，鶏の繁殖状態に伴なう前菜 GTH含量の変化は主として前菜 cephaliclobeの GTH
含量の増減によることを示唆している．
total hormone potencyの日令による増加が体重の日令に伴なう増加ほど急速でないため，
available hormone potencyは雌雄共日令が進むにつれて減少の傾向にあるが，雌雄共lと50日令
で一時的に高くなっており，この時期での totalhormone potencyの急増を反映している．
またこれらの結果は， IO日令lζおいてかなりの GTH含量が雌雄の下垂体前葉にみられること
を示している．初期の雛の下垂体前業重量は小さいから，下垂体1個当りに換算すると少ないけ
れども， unithormone potencyとavailablehormone potencyの値は郷化直後においてきわ
めて高い.Breneman (1945）は下垂体のホルモン分泌は僻化後5日目位ですでに始まり， 15日目
までには確実に起るのではないかと推察していること並びに本実験の結果からみて，鶏の下垂・体
前菜 GTH生産及ひや分泌機能は非常に早い時期lと始まるものと考えてよさそうである．
つぎに日令の経過に伴なう unithormone potencyの消長と体重 lOOg当りの性腺重量の変
化を対比してみるときわめて興味ある関連性が存在した．まず雌における卵巣の発育と下垂体前
葉 lmg中の GTH含量すなわち unithormone potencyの消長を示すと Fig.4の通りであっ
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Fig. 4. 
fこ. unit hormone potencyはIO日令ですでにかなり高い値を示している．このことは Byerly
and Burrow (1938）が，初生雛の下垂体前菜1個中の GTH含量は低いけれども，非常に若い鶏
の下垂体前菜がGTHの合成能力を持つことは明白であると報告している事実を表付けるもので
あろう.unit hormone potencyは40日令まで減少して，その後急上昇するが，それにつれて卵
巣重量も増大している．これは下垂体前菜からの GTH分泌の増大l乙伴なって卵巣が刺激され，
その重量を増大するものと考えられ，卵巣重量の増大は卵巣からの estrogen分泌量の増加を示
しているものと解釈される．このことは Kornfeldand Nalbandov (1954）が16～20日令雌雛の
血中Kactiveな estrogenが存在することを明らかにし， この所見lと対して vanTienhoven 
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(1961）が，この血中 estrogenは卵巣から分泌されること，及びこの estrogen分泌は embryo
の発達中に始まることを強く裏付けるものであると述べている事実からみて明白である.40-50 
日令にかけて卵巣重量が急速に増大し，従って estrogenの分泌速度が大きくなると，これが逆
に下垂体前葉 GTHの生産放出を抑制して50～60日令にかけて GTH含量は急激に低下してく
るものと考えられる.Meyer et al (1930）は estrogenを人為的に投与すると，下垂体前葉lζ対
して抑制的効果を示す乙とを実験的に明らかにしている．下垂体前葉からの GTH分泌量が低下
する60～70日頃には卵巣重量も減少の傾向を示すが，それに伴なう estrogen分泌量の低下によ
り，その抑制効果が消失して， 70日令以降 GTH分泌量は上昇し，それとともに卵巣重量の増大
傾向が見られる．雄の場合の精巣重量と下垂体前葉 GTH含量の増減の傾向については Fig.5 
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lと示す通りであった.unit hormone potencyは30日令で低下し，以後急上昇しているが，これ
に対して単位体重当りの精巣重量は40日令から急速に増大し始めている．このことは下垂体前菜
からの GTHの刺激増大l乙伴なって，精巣重量は肥大し， androgenの分泌が増大してきたこと
を示すものである．しかしその後50日令でunithormone potencyは足踏み状態をつづけ，一
方精巣重量は70日令を境にして増大率が落ちてくる．これは精巣の重量増大l乙伴ない androgen
分泌量が急速に高まってくると，下垂体前葉のGTH生産と分泌を逆l乙抑制する結果としてGTH
含量が低下するものと考えられ，その後GTH分自必量の低下と共l乙精巣重量の増加率もまた停滞
してくるものと考えられる．小川（1962）も雄鶏について，下垂体前菜重量と下垂体前菜GTH力
価の増大傾向がほとんど一致し，いずれも 30～90日令にかけて急激な上昇を示し，さらに精巣
重量の増加とほぼ時を同じくすることを報告しているが，精巣重量の増加が下垂体前菜重量及び
GTH力価の増大と比較し，時期的に若干の遅れを認めていることは本実験結果と一致するもの
である．幼雛のホルモン分泌については Brenemanand Mason (1951）が白色レグホン種を用い
40日令までの雛の androgen分泌量を評価している． それによると分泌された平均日量はて，
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testosterone-propionateの 20.sorK相当したが，分泌率は一定でなく， 31～35日令聞が日量
46.6r, 35～40日令聞が日量 35.5rと， 30～40日令の期聞に顕著な増加がみられることを量的差と
して明確にし，更に androgen投与量と下垂体前薬重量聞に相当高い負の相闘があるとしている．
上述の通り本実験においては，下垂体前葉からの gonadotrophinと卵巣及び精巣からの性ホ
ノレモンの分泌機構に関して明確な負の鎮還機構（negativefeed-back mechanism）の存在が認
められた.Breneman (1945）は雄雛についてだけ観察を行ない，精巣が増大すると下垂体の mg
当りカ価は下降傾向もしくは足踏状態を示し，精巣重量が足踏状態を示すと下垂体力価が上昇す
ることを報告した．そしてこの下垂体前葉 gonadotrophicactivity変動の原因として，細胞か
らのホノレモン分泌が年令lとより均等ではないこと，及び精巣の発育が主として下垂体からのGTH
全放出量Kよって支配されることは当然であるが，精巣からの androgenは逆に雛の下垂体前菜
からのホルモン放出に影響するためであると考え，下垂体力価曲線と精巣発育曲線のずれが起る
乙との説明をこの点に帰している．
本実験の結果について，日令による unithormone potencyの推移を雌雄間で比較してみる
と，雌の方がsharpk上昇低下を示すことから， estrogenの方がandrogenよりも下垂体前葉
GTH K対する抑制作用が強いことを暗示しているようである．この点について Clark(1935）も
一般的に下垂体前葉 GTH含量が雌において低い原因として estrogenの継続的抑制効果による
ものではないかと考えている．これらの乙とは成鶏の下垂体前葉GTH含量が雄＞休産鶏＞産卵
鶏の順であるとととも関連があるようである．なお卵巣からは estrogen以外kandrogenも分
泌されており，その増減傾向は雌の鴻冠発達の推移lζ反映されているものとみなしてよいであろ
うが，鶏冠重量の比較からみて，その分泌最は雄と比較して極めて少ないものと考えられる．
IV.摘要
本研究は雛の発育中において，とくに大きな生理的変化の起る時JYJと考えられる勝化後3ヵ月
間の雌雛と雄雛の下垂体前葉GTH含量を調べ，乙の期間中の卵巣及び精巣の発達との関連性を
明らかにするため実施したものである．
材料として白色レグホン種雌雄雛641羽を用い， 10日令から90日令まで10日間隔であらかじ
め定めた羽数にしたがって屠殺し，それぞれの雛の下垂体前葉，卵巣，精巣及び鶏冠の各重量と
体重を計測し，それぞれの重量は体重に対する比率と実際の測定値の両方で表わした．
下垂体前葉は日令毎性別に poolし，初生雛精巣重量反応法により GTH含量を求め，下垂体
前薬組織lmg中の unithormone potency，下垂体前葉1個中の totalhormone potency及び
単位体重当りの availablehormone potencyとして表わした．
単位体重当り卵巣重量は20～30日令及び60～70日令でそれぞれ減少を示しながらも，しだいに
増大し， 80日令以降の重量増加は顕著なものがあった．これに対して精巣重量は40日令まで大き
な変化はないが，その後70日令までの発育速度は急速であった．
total hormone potencyは30～40日令で上昇するが，雌では50～70日令間で低下するため，
その聞の雌雄差は顕著であった.available hormone potencyは雌雄とも日令が進むにつれて減
少の傾向にあるが，いずれも50日令で一時的に高しこの時期における totalhormone potency 
の急増を反映していた．
10日令時の unithormone potencyは雌雄ともかなり高く，とれらの幼雛がすでにホノレモン合
成能力をもつことを明らかに示している.unit hormone potencyは，雌では10日令から40日令
まで減少し， 40日令から急速に増加するが， 50日令を peakとして以後減少し， 70日令以降やや
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増加の傾向を辿っている．一方雄では10日令以後減少し， 30日令を最低として50日令まで再び
急速に増加し，以後足踏状態をつづけている．
これらの unithormone potency並びに性腺重量の増加率の変動は，下垂体前葉からの GTH
分皆、と卵巣及び精巣からの性ホノレモンの分泌に関して，明らかに負の鎖還機構（negativefeed-
back mechanism）が存在することを示唆するものであろう．
Resume 
The work reported here was designed to study changes in total gonadotrophin content 
of anterior pituitary in growing chickens and association between these changes and 
development of ovary and testes. 
After anterior pituitary glands from 641 female and male White Leghorn chickens 
varying in age from 10 to 90 days were removed every 10 days, they were pooled by age 
and sex, and the pooled tissues were preserved at -20°C after acetone dehydration. 
Assays of gonadotrophin content of the different kinds of pituitary glands were made 
using the chick assay. Estimation of gonadotrophic potency was made in terms of unit 
hormone potency (hormone content of a given quantity of pituitary tissue), total hormone 
potency (product of unit hormone potency and weight of anterior pituitary gland) and 
available hormone potency (divided total hormone potency by body weight). 
Ovary weight (per body weight basis) increased gradually throughout the experiment, 
though it decreased at 20-30 and 60-70 days of age. Testes weight (per body weight 
basis) increased rapidly between 40 and 70 days of age, though there was not great 
variation prior to 40 days of age. 
Total hormone potency of anterior pituitary gonadotrophin of both sexes rose between 40 
and 70 days of age, but then, this potency in female falled from 50 to 70 days of age, and 
so, there was significant di任erencein gonadotrophic activity of pituitaries from female 
and those from male of the same age during the period of 50ー70days of age. Available 
hormone potency showed a tendency to decrease with age, but this potency of both sexes at 
50 days of age rose more strikingly and reflected the rapid increases of total hormone 
potency. 
Unit hormone potency of anterior pituitary at 10 days of age was high level, and these 
observations were interpreted as indicating that anterior pituitary of very young chicks 
possesses the ability to synthesise gonadotrophin. In female, unit hormone potency 
decreased from 10 to 40 days of age, and the curve rose abruptly from 40 to 50 days of 
age, but then decreased and it again sharply swung upward after 70 days of age. In 
male, up to 30 days of age there was a gradual decrease of activity, but then increased 
sharply until 50 days of age when it again either plateaued or decreased only slightly. 
There was no significant difference in unit hormone potency of pituitaries from female 
and these from male prior to 50 days of age, but then pituitaries from male were more 
active than glands of female between 50 and 90 days of age. 
When variation of increase-rate in unit hormone potency of anterior pituitary of both 
sexes was compared with that in ovary and testes weight, it was found that secretion in 
anterior pituitary was influenced obviously by the secretion of sex hormone by the gonads, 
and it was suggested that there was negative feed-back mechanism involving gonadotrophin 
of anterior pituitary gland and hormones released by gonads. 
94 佐賀大学農学会報第25号
文献
1) Bacon, W., F.L. Cherms and W.H. McShan. 1966. Gonadotrophin assay of cephalic and caudal lobes 
of anterior pituitary from growing turkeys. British Poultry Science, 7, I. 
2) Breneman, W.R. 1945. The gonadotropic activity of the anterior pituitary of cockerels. Endocrin-
ology, 36, 190. 
3) Breneman, W.R. and R.C. Mason. 1951. Androgen influence on pituitary-gonad interrelationship. 
Endocrinology, 48, 752. 
4) Breneman, W.R. 1955. Reproduction in birds: the female. In comparative physiology of reproduc-
tion, Memoirs of the Society of Endocrinology, Vol. 4, p. 94. 
5) Byerly, T.C. and Burrows, W.H. 1938. Chick testis weight response to gonadotropic hormone. En-
docrinology, 22, 366. 
6) Clark,. H.M. 1935. A prepubertal reversal of the sex difference in the gonadotropic hormone content 
of the pituitary gland of the rat. Anatomical Record, 61, 175. 
7) De酔rdins,C., Y.N. Sinl叫 H.D.HaおandH.A. Tucker. 1966. Follicle-stimulating hormone, luteinizing 
hormone and prolactin potency of bovine pituitaries a合ervarious methods of preservation. 
Journal of Animal Science, 25, 223. 
8) Ellison, E.T., M. Campbell and J.M. Wolfe. 1932. Comparison of the capacity of the anterior lobe 
tissue of male and female rats to induce ovulation. Anatomical Record, 52 (supplみ54.
9) Evans, H.M. and M. Simpson. 1929. A comparison of the ovarian changes produced in immature 
animals by implants of hypophyseal tissue and hormone from the urine of pregnant women. 
American Journal of Physiology, 89, 381. 
10) Herrick, R.B., W.H. McGibbon and W.H. McShan. 1962. Gonadotropic activity of chicken pituitary 
glands. Endocrinology, 71, 487. 
11) Ho!landbeck, R., B. Baker, Jr., H.W. Norton and A.V. Nalbandov. 1956. Gonadotrophic hormone 
content of swine pituitary glands in relation to age. Journal of Animal Science, 15, 418. 
12) 今井清・中条誠一. 1958. 鶏の下重体前菜の Gonadotropin. II. Jf1Llj1 Gonadotropinの分劃並びに
そのカ価について．家畜繁殖誌，3,135. 
13) 今井 清・中条誠一. 1961. 鶏の下垂体前葉の Gonadotropin. V. jJ［（卵溺のnir薬含量における日内変
化について．家畜繁殖誌， 6,100. 
14) 加藤嘉太郎. 1939. 鶏に於ける脳下垂体前葉の細胞型と生殖腺刺戟ホJレモンとの関係（実験的研究）．
日畜会報， I1, 193. 
15) Kornfeld, W. and A.V. Nalbandov. 1954. Endocrine influences on the dcvclopment of the rudimen-
tary gonad of fowl. Endocrinology, 55, 751. 
16) Kupperman, H.S., W.H. Elder and R.K. Meyer. 1941. Effect of method of desiccation and storage on 
the gonadotropic activity of the pituitary gland. Endocrinology, 29, 23. 
17) 絞尾昭雄・武富高治郎. 1966. 外国産並びに圏内産初生雛精巣の性腺刺激ホノレモンlζ対する感受性の差
異．佐賀大学農学業報， 22,27. 
18) Meyer, R.K., S.L. Leonard, F.L. Hisaw and S.J. Martin. 1930. Effect of oestrin on gonad-stimulating 
power of the hypophysis. Proc. Soc. Exp. Biol. and Med., 27, 702. 
19) Nak吋o,S. and K. Imai. 1956. Investigation on chick assay method for avian gonadotropins. Endo-
crinologia Japonica, 3, 197. 
20) 中条誠一，今井 清. 1956. 鶏の下垂体前菜の Gonadotropin. I. Jifti!島，産卵鶏並ひ’IC休産鶏について．
家畜繁殖託：，2,41. 
21) rjr条誠一，今井清. 1957. 鶏の下重体前菜の Gonadotropin. I.色々な繁殖状態にある雌鶏につい
て．家畜繁殖誌， 3,49. 
22) Nakajo, S. and K. Imai. 1961. Gonadotropin content in the cephalic and the caudal lobe of the ante-
rior pituitary in laying, nonlaying and broody hen. Poultry Science, 40, 739. 
23) 中条誠一，今井清. 1961. 鶏の下垂体前菜の Gonadotropin. IV.就巣現象との関連について．家憲
殖殖誌， 6,97. 
24) 小川清彦. 1962. 家鶏の性成熟における環境支配tc関する研究. I.性成熟IC伴う生体機構の変動．鹿
児島大学農学部学術報告， lI, 122. 
25) Saeki, Y., K. Himeno, Y. Tanabe and T. Katsuragi. 1956. Comparative gonadotropic potency of 
anterior pituitaries from cocks, laying hens and non-laying hens in molt. Endocrinologia 
Japonica, 3, 87. 
26) Siegel, P.B. and Hふ Siegel. 1964. Genetic variation m chick bioassays for gonadotropins. I. Testes 
松尾・熊崎：家主島の繁殖生理lζ関する分分泌学的研究（ I) 95 
weight and response. Virginia Journal of Science, 15, 187. 
27) Smith, P.E., A.E. Severinghaus and S.L. Leonard. 1933. The effect of castration upon the sex-stimulat-
ing potency and the structure of the anterior pituitary in rabbits. Anatomical Record, 57, 
177. 
28) 高木繁夫・小林修. 1958. ラッテ下垂体前薬の性腺刺激力（Gonadotrophicpotency）について．ホノレ
モンと臨床，6,66. 
29) 武田 晃. 1960. 雄鶏における性腺の発達と下垂体前菜の GTHカ価の変化．家畜繁殖誌， 6,I. 
30) van Tienhoven, A. 1961. Endocrinology of reproduction in birds. In sex and internal secretions, Vol. 
2, p. 1088. The Williams and Wilkins Co. Baltimore. 
